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田中　利季君（2年）

今回の語学研修で経験したことは、私の人生の中で初めてのことがほとんどでした。飛行機で海外にいくこと、アメリカに着き３週間英語漬けだったことなど沢山ありました。もちろん生きた英語で勉強できたことはいい経験になりましたが、それ以上に日本人以外の友達との交流が一番の思い出になったと思います。外国から見た日本、外国の習慣や事情を知ることができました。外国人の友達を作ることはこれからの人生で本当に大切だということを感じたし、日本人とは違った価値観をもっているのでまた新たな発見もありました。
この語学研修は今後の人生のなかで間違いなくプラスになり、これがきっかけで私は留学する勇気を持つことができました。今参加を迷っている人は後悔のないようにじっくりと考えてほしいと思います。また英語で不安を持っている人は、片言の英語でも通じるので安心してください。
木村　匡志君（2年）

この研修で、自分は様々なアメリカ文化と日本文化の違いを経験しました。例えば、車の通行車線が日本では左側を走るのに対してアメリカは右側を走行していました。他にも、店の仕組みが、アメリカでは一つの店に食品、電気器具、衣類等がまとめて売られていて、日本での中心街のような仕組みになっているのがほとんどでした。この様な文化の違いのため、日本に帰ってきた時には時差ボケによる睡眠時間のズレよりも、視点が違ったり、車に乗ったりした時に妙な違和感を感じずにはいられませんでした。これらの様な今まで味わった事のない体験に対する難しさや楽しさを味わう事ができました。
しかし、英語力アップはうまくいきませんでした。こればかりは人によって、「3週間しかなかった。」あるいは、「3週間もあった。」との個人差が出ると思いました。けれども思い出深い体験でしたので、良い思い出作りになりました。
河野　祐三君（2年）

私は去年の春にデラウェア大学に語学研修に行きました。行く前はちゃんと意思の疎通が出来るかどうか不安でした。しかし、実際に行ってみると案外、英語での会話は出来ました。私はデラウェア大学に行ったことで色々な事を考える時の視野が広がり、もちろん英語力もつきました。
この語学研修はとてもよい経験になったと思います。
松田　真理さん（2年）
最初は上手く話せるかどうか不安でした。英語の成績はハッキリ言って、良いとは言えませんでしたから。でも、アメリカに着いて、ホームステイ先の人と会って、不安は消えました。理解しやすいようにゆっくりと話してくれたからです。
　学校に通うようになっても、日本人が少ないから自然に英語を話すようになりました。いろいろな国の人がいて、最初は名前を覚えるのに必死でした。韓国や台湾など、近くの国から来ている人もいたので互いの国の話をして楽しかったです。
　とにかく、毎日が新しい事だらけで、とても楽しかったです！
